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　　　　　　　　　　1花山　第6同談話會記事　旨
　　　　　　　　　L一一一rmu；
　　　　　　　　11月18日午後2時より，花山天女蔓圃書室に於て
　　　出庸着＝山本，稻葉，柴田，公文，堀井，旋木（九），高倉，荒木（健），
　　　　　　　高城，木邊，ll体（進）・
　（講演1），公女武彦．氏ニ一一太陽系附近の遮光物質　（9・月のつL“き）
　硯差による方法は，材料の不備のため，幾分の不完全をまぬがれないので，
これとは全く猫立に，固有運動による方法でcheckする．3807個の6等級よ
り明るい星について，ma｛n　directionをとるとC7－C12域から，1）rD、｝域
に向って減少し，narrower　directi（）nをとると，　CrC】1域からD2－Dr，域
に向って減少してみる結果となり，疑義による結果とよく一一致する，即ち，
わが太陽系の極めて近くに遮光物質が存在する．從って，太陽系は暗黒星雲
の中を運動してみる．故に，彗星や流星の如きhyperbolic　velocityを有する
ものSol・iginはこのdark　nebulaeであらうか．最近H・N．　Russell氏も
この黙にふれてみる．
　（講演2），木邊成麿二　UGem．型愛星観測結果
　1933年12月より1936年9月まで，32糎反射機で観測された同氏の結果焦燥
であった．プラiゲカタログより澤んだ50星を眼硯観測した結果は，26個の
Positive　E飽ctを得たi，kでMaximUmの仙：を得たのは22星であって，1同以
上のMax．が19星，9eLjのもの3星である．22星の中Esdmationの行はれた敷
は364で9～20厄1の槻測をなした．今後この種卸星のtypeの分類，週期，振
幅を充分研究する要がある．
　（i講演3），山本晶晶1一一一最近の子午線天扇田
　昨年パリ1に行はれた第5同國際天文同盟総會を中心としての，子午線槻
測上の協定事項の説明あり，即ち，1938．0年（1月］1．i）よりは恒星位置は195（〉
年σ）春分黙を用ふる事が決定された．尚最近の天文暦では，猫逸ではアウエ
ルス氏のFund．　Katalog　IH（1500星）が1940年より使用され，米國ではダド
レイ天文豪からGeneral　Catalogue（32000星）が近々獲行される事となった、
